
13:00 　開会　
13:05 ～ 14:45
第１部　濃縮シンポジウム

「住みなれたまちで、老い・障害・病気・認知症と仲良く暮らすために」
☆ 認知症で癌の人も受けとめるホームホスピス「かあさんの家」の市原美穂さん
☆ 日本で初めて施設を解体した雲仙の田島良昭さん
☆ 「新しい地域医療の構築」に取り組む日本医師会長の横倉義武さん
☆ ユニバーサルデザインを熊本県政の理念に据えた、いま、日本社会事業大学理事長の潮谷義子さん
☆ 「住みなれた地域で自分らしく」を掲げる厚生労働省老健局長の原勝則さん

コーディネーター：野澤和弘さん（毎日新聞論説委員） 

14:45 ～ 15:15　 ♪ え に し 結 び た い ・ む  ♪
スクリーンには、「コンボ」や「クッキングハウス」の統合失調症の方々の笑顔の写真、ＡＬＳの記者の活躍などを次々と

15:15 ～ 16:30
第２部　立体シンポジウム

「冤罪をつくる構造〜警察官・検察官・裁判官、そしてメディア」
☆ 「ストーリー」通りの供述調書をつくられた運転手の二階堂甚一さん
☆ 「日本一の福祉のまち」をつくったことで知られた秋田県旧鷹巣町長の岩川徹さん　
☆ 冤罪で囚われの身になった村木厚子さんと、支えきった太郎さんご夫妻
☆ 村木さんを救い出した敏腕弁護士・弘中惇一郎さん

コーディネーター：大熊一夫さん（ジャーナリスト・元大阪大学大学院教授）

16:30 ～ 18:00　♪長めの え に し 結 び た い ・ む を夜の会場のそばで♪
18:15 ～ 21:00
第 3 部　大討論会

「日本にも、本格的な認知症の国家戦略を !!!」
☆若年認知症のご本人、佐藤雅彦さん＆中村成信さんの掛け合いトーク
☆認知症ご本人が政策の成果を評価する「京都方式」をつくり、

ことしも１０００人を一堂に集めた森俊夫さん
☆デンマークに学び、認知症コーディネーターを　　　　　　　　　　　　　　　　　　

386 時間の実のある研修で８期 76 人誕生させた大牟田の大谷るみ子さん
☆認知症の母上を自宅で看取った東京都医師会長の野中博さん　
☆認知症施策５カ年計画（オレンジプラン）を推進する厚生労働省の副大臣・桝屋敬悟さん
☆共生ケアの元祖、富山の「このゆびとまれ」の惣万佳代子さん
☆認知症の人の地域での暮らしを応援する佐賀県知事の古川康さん

コーディネーター：町永俊雄さん（元 NHK 福祉ネットワークキャスター）

総合司会　国際医療福祉大学大学院医療福祉ジャーナリズム分野卒業生＆博士課程院生のコンビ
村上 紀美子さん…ジャーナリスト
綿 祐二さん………日本福祉大学福祉経営学部教授・社会福祉法人睦月会理事長

内幸町ホール 

プログラム

ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '13 !

プレスセンターホール
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12 日（土）

リレートーク「変えるのは、私たち自身」
ミニミニシンポジウム

「ネットワークのややこしさ、素晴らしさ」

11 日（土）

濃縮シンポジウムⅠ　ほんとうの福祉改革とは

さまざまなえにしコーナー
濃縮シンポジウムⅡ　ほんとうの医療改革とは

17 日（土）

濃縮シンポジウムⅠ　障害福祉は介護保険のいいとこ取りで？！？！？！

さまざまな挑戦
濃縮シンポジウムⅡ　ほんとうの利用者本位とは？

退官記念 ＋ “ えにし in 逢坂
関西風世直しの極意は？

5 日（土）

濃縮シンポジウムⅠ　ボランティア　～志のネットワーク～

さまざまな挑戦
濃縮シンポジウムⅡ　地域生活も骨太で！　～時代は逆風？でも志は高く～
番外篇　福祉と行政と政治の間柄を考える～鷹巣でなにが起きたのか～

23 日（土）

不可解な「痴呆性老人」から、まちでみんなで包む「認知症」へ
鼎談「ほんまに　みんなで考えたい　人の福祉（しあわせ）」

深い “ 河 ” を飛び越えたお医者さんと、変えた人々
討論会風の二次会　「小さな奇跡」の謎をとく？？？

13 日（土）

濃縮シンポジウムⅠ　自立支援って？
濃縮シンポジウムⅡ　ほんとうの医療改革って？

26 日（土）

濃縮シンポジウム　「輝いて、自宅で　～終わりよければすべてよし～」
トークライブ　 「さまざまな挑戦」
“ シンポジウム風 ” 二次会　真のリハビリは急性期病院から、そして。。。

特別付録 !!

「えにしを結ぶ会」のあゆみ
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ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '13！

26 日（土）

第１部　福祉と医療を中心に、社会保障のこれからを考える

～経済財政諮問会議の呪いから逃れるために～

第 2 部　医療崩壊の真実
夕べの部　「恋するようにボランティアを～優しき挑戦者たち～」

25 日（土）

第 1 部　濃縮シンポ　「医療・福祉の政策は、選挙で変える」
第 2 部 　「さまざまな挑戦」

24 日（土）

第 1 部　この 10 年　～さまざまな挑戦～
第 2 部　介護保険 30 年　～原点に戻って考える
第 3 部　老いても障害があっても死が間近でも、安心と誇りをもち、

選んだ場所で暮らせる仕組みをつくるための戦略会議

23 日（土）

第 1 部　認知症になっても住みなれた街で
第 2 部　医療と福祉の質と費用を考える
第 3 部　さまざまな運命・さまざまな挑戦

6 日（月）

清水陽一さんを偲び、うそをつかない 医療・文化を広げる「えにし」を結ぶ会
第 1 部　偲ぶ篇
第 2 部　未来篇

21 日（土）

第 1 部　濃縮シンポ　いろんな人が生きられるまちに
第 2 部　濃縮シンポ　東日本震災で、まだ、本気では語られていないこと
第３部　大討論会　どう変える～日本のすべての人の未来～社会保障と税の一体改革をめぐって～

27 日（土）

第 1 部　濃縮シンポジウム　住みなれたまちで、老い・障害・病気・認知症と仲良く暮らすために
第 2 部　立体シンポジウム　冤罪をつくる構造　～警察官・検察官・裁判官、そしてメディア
第３部　大討論会　日本にも、本格的な認知症の国家戦略を !!!

☆お・た・の・し・み・に☆ (^-^) ノ ~~~~~
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おみやげは、「新たなえにし」  o(^^o) (o^^o) (o^^)o
◆「えにし」出生の秘密◆
　福祉と医療・現場と政策の「新たなえにし」を結ぶ会は、2001 年５月 12 日、ここ、プレスセンターで誕生しました。
制度や予算の壁にぶつかりながら道を切り開いている当事者や現場スタッフ、現場に学んで制度や政策をつくろうとして
いる行政官、首長、勉強熱心なメディア、研究機関のみなさん、あわせて、450 人。
　ところが w( o゚ )゚w 。。。。お互い見知らぬ人だったのです。それに気付いた方々の間に、この日、不思議な「えにし」
が結ばれました。そして、毎年、「新たなえにしを結ぶ会」が開かれることになり、ことし、第 13 回を迎えました。
第 1 回、メディアは朝日新聞、お役所は厚生労働省が中心でした。きょうの名簿をごらんください。あらゆる種類のメディ
ア、さまざまな省庁、自治体のスタッフ、市町村～国会議員が参加してくださっています。

◆ 糸ヘンづくし◆
　胸元の名札の上下、このページの上下の縁飾りにお気づきになりましたか？　拡大すると、
縁…絆…縁…絡…縁…紡…縁…編…縁…網…縁…繋…縁…繰…縁…糺…縁…紀…縁…紗
　「縁」という字のあいだに糸ヘンの字がはさまれています。「えにし」のグラフィックデザイナーの牧口一二さんが、つ
どいのために、デザインしてくださいました。メッセージが添えられていました。
　「人間っていろんな糸ヘンが絡みあい、紡ぎあって、編まれているんですよね。ネット（網）とか、繋がるとか。人と人
の絆や縁に不思議なパワーを感じています。どうぞいつまでも継続していただけますように。結び。……な～んちゃって」。
糸ヘン飾りのついた名札は、ケースからはずして記念に、どうぞ (^_-)- ☆。
　「えにし」を結ぶには、情報保障が欠かせません。プロによるパソコン文字通訳、手話、磁気ループ、指点字を用意す
ることが慣例になりました。詳細は、「えにし結び名簿」の最終ページをご覧ください。
　だれもが参加できるように、介助者からは参加費をいただかないのも慣例です。お子さまづれへの支援も始めました。

◆「えにし」のホームページと「えにしメール」と◆
　志をつなぐ道具は、えにしの HP、http://www.yuki-enishi.com/ と「えにしメール」、そして、年に 1 度の「えにし」
のつどいです。「えにしメール」は、マスメディアではあまり報じられない、でも大切な、「えにし」のみなさまの活躍を
お知らせし、様々な分野を繋ぐための試みです。2001 年には 30 通だったのが、いまは、米、英、仏、独、伊、スイス、
北欧諸国、マレーシア、ルアンダ、韓国…と、広がって 5000 通を超えました。100 人を超えるＭＬに転送してくださっ
ている方もいたりして、輪は思いがけないところに広がっています。
　福祉と医療・現場と政策をつなぐ「えにし」の HP は、「えにし」の方々のご活躍をご紹介してきました。そこから３
つの本が生れました。『恋するようにボランティアを～優しき挑戦者たち』（ぶどう社）、『患者の声を医療にいかす』（医
学書院）、『物語・介護保険～いのちの尊厳のための 70 のドラマ』（岩波書店）です。『物語・介護保険』下巻には 530
人の登場人物の索引がついていますが、なかでも、目ざましい活躍をしているのは「えにし」の方々です。

◆「つどい」の 3 つのシキタリ◆
その１：毎回、多彩、豪華な「えにし」の方が登壇してくださいますが、どんなに高名な方でも、講演料ナシ。「素晴ら

しい参加者の前で話すことができる、それは、“ 権利 ” なのだ」という理屈からです。

その２：このような催しにかかせないのが裏方です。１0 年間、全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）のみ
なさんが義侠心で引き受けてくださっていました。ところが、仙台に本拠がある CLC を震災が襲いました。2
年あまりたったいまも、東日本の復興のために奮闘しておられます。そこで、CLC に教えていただき、最高齢
72 歳の国際医療福祉大学大学院 医療福祉ジャーナリズム分野の院生・卒業生が裏方ボラとして走り回りました。

「えにし結び名簿」担当、ユーストリームなどインターネット担当、映写担当、受付・ご案内担当、資料の袋づ
めの段取り担当、本の売り子担当、そして、このプログラムのレイアウト担当 etc．etc．
それを、様々な特技をもったボランティアのみなさまが、朝から会場に来て助けてくださっています。

その 3：席は、籖引き。「新たな」えにしを結ぶためです。話の糸口になる「名札」と「えにし結び名簿」を用意しました。
恋が偶然の機会から生まれるように、名簿と胸の名札、そして、籖で偶然近くに坐った方や「えにし結びたい・む」
で出会った方々と、日本を変える「えにし」が結ばれますように。


